
区　分 事業数

1 33,000 千円

1 10,835 千円

1 2,769 千円

- - 千円

- - 千円

- - 千円

1 1,189 千円

1 4,000 千円

1 - 千円

51,793 千円

40,586 千円

31 千円

11,176 千円

（２）森林環境譲与税の活用による事業評価（総括）

　

うち当該年度の森
林環境譲与税
（千円）

うち基金取崩額
（千円）

うち他の財源
（千円）

33,000 33,000 - - -

10,835 - 10,835 - -

2,769 2,397 341 31 -
市内２地区の森林境界同意取得等の実
施。

1,189 1,189 0 0 -

森林整備や作業道作設する際、林内に
切り捨てていた林地残材の搬出を推進
するとともに、豪雨等による林地残材
の流出被害を未然に防ぐことを目的と
する。（市内事業所に搬出された針葉
樹材（C・D材）　3,000円/換算㎥＝
3,750円/t）

4,000 4,000 0 0 -
森林環境の保全のために、狩猟期にお
けるニホンジカの捕獲に対して報償費
を支出。1頭につき8,000円定額。

0 0 0 0 0

森林経営管理推進経費 西地区の微地形図の完成。

有害鳥獣被害防止対策経費

令和４年度　森林環境譲与税の使途に関する事項の公表

　森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律第34条第３項の規定により、令和４年度の森林環境譲与税の使途に関する事項を公表します。

令和5年10月25日

２　各事業の実績

事業総額のうち森林環境譲与税に係る経費（千円）
当年度の基金へ

の積立額
（千円）

事業内容事業名

その他森林整備の促進に関する事業

木材利用の促進

森林の有する公益的機能に関する普及啓発

人材の育成及び確保

実　績

ニホンジカ捕獲（500頭）

【ワンフレーズ】
税の活用により、市内西地区における森林航空レーザ測量及び森林資源解析を一部実施することができた。令和４年度に林地内に残留見込みであった３１７tの木材が、搬出
費用を補助することによって、木質バイオマスとして有効に活用されるようになった。付随の効果として、豪雨の際の林地残材の流出が防ぐことが期待できる。

【詳細】
池内地区を除く西地区の森林航空レーザ測量及び森林資源解析を行った。
林地残材を木質バイオマスとして搬出した際、1tあたり３，７５０円の補助事業を令和元・２・３年度に継続して行った。
また、鹿の捕獲に対し、森林環境の保全の観点から森林環境譲与税を用いて、１頭あたり８，０００円の報償費を５００頭分支出した。

１　総括表

（１）使途別事業一覧

森林整備

森林整備の促進

その他森林整備事業

森林経営管理制度（新たな森林管理システム）の推進

使途・目的

森林経営管理制度（新たな森林管理システム）の推進

森林経営管理制度（新たな森林管理システム）の推進

基金積立 豊かな森を育てる基金積立金

狩猟期シカ捕獲報償費

木質バイオマス活用促進事業費

-

京　都　府

森林経営管理推進経費（繰越）

事業名 事業総額のうち森林環境譲与税に係る経費

林地残材搬出（317t）

-

令和４年度に活用した森林環境譲与税の総額

（参考）令和４年度に譲与された森林環境譲与税額

豊かな森を育てる基金積立金

木質バイオマス活用促進事業費

森林経営管理推進経費（令和５年度繰越）

（参考）令和４年度に基金から取り崩した額

森林経営管理推進経費

 岡田由里地区、丸田西地区の森
林一筆ごとの図面の作成
 岡田由里地区３筆の境界立会の
実施

（参考）前年度までに基金として積み立てた森林環境譲与税の利子の額

-

森林経営管理推進のための事務費

森林経営管理推進経費

市内の池内地区を除く西舞鶴地域の山
林について航空レーザー測量による森
林の現況調査や境界の明確化等を民間
事業者に委託。

舞　鶴　市

-


